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術後合併症では、一時的な尿閉1例以外は軽微で頻
尿や尿意切迫のみであった。シードの術後の翠黛は
肺へ4例、骨盤内6例、腹部1例であった。術後平
均観察期間は15ヶ月（1－44）と短いが、現在まで
にPSA再発は認めていない。
【考察】　密封小線源療法は入院期間も短く低侵襲で
あり、さらに低～中りスク群の比較的高齢者では治
療効果も期待できる重要な治療選択肢と考えられ
た。今後もさらなる経過観察により、長期の癌コン
トロールや勃起不全などを含めた生活の質の評価が
必要である。
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　コリンは、全ての動物細胞にとって必要な必須栄
養素であり、細胞膜の構成成分であるフォスファチ
ジルコリンやスフィンゴミエリンの前駆体として利
用されている。一方、中枢神経系においては、神経
伝達物質であるアセチルコリンの前駆体として重要
な役割を担っている。最近、癌細胞においてコリン
シグナル系の活性増加が観察され、細胞増殖との関
連性について注目されている。また、PETなどの画
像診断においてIIC一コリンや18F一コリンが用いられ
るようになり、コリンの腫瘍細胞への集積性の高さ
が確認され、特に乳癌や前立腺癌においては癌転移
の診断に応用されている。従って、癌細胞はコリン
を積極的に取り込み細胞増殖に利用していることが
推察される。しかしながら、前立腺癌におけるコリ
ン取り込み機構については十分に理解されていな
い。本研究では、前立腺癌細胞を用いて、コリン取
り込み機構の特徴を明らかにし、コリン輸送に関与
するトランスポーターの分子的実体を解明すること
を目的とした。
　前立腺癌細胞は、時間依存性、濃度依存性および
Na＋非依存性のコリン取り込み機構を有していた。
更に、コリン取り込みは、細胞外pHの低下、細胞
内外のH＋濃度勾配の破綻、および有機陽イオン系
化合物により抑制された。また、前立腺癌細胞では、
主に新規のcholine　transporter－1ike　protein（CTL）4の
mRNAが高発現していた。以上の結果より、ヒト
前立腺癌細胞は、コリン／H＋交換機構を有する
CTL4を介して細胞外からコリンを取り込んでいる
可能性が示唆された。今後、CTL4の機能と細胞増
殖との関連性を明らかにすることにより、CTL4が
新たな抗癌剤のターゲット分子となる可能性を検討
する必要がある。
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　悪性腫瘍の発生及び転移には遺伝子の発現変化が
伴う。今回、ヒトロ腔扁平上皮癌の発生及び転移に
関わっている遺伝子群の探索を目的に、遺伝子発現
の網羅的解析をDNAマイクロアレイを用いて行っ
た。対象サンプルはインフォームドコンセントが得
られた患者（原発巣23例及び転移巣Il例）及び健：
常ボランティアから正常口腔組織（9例）、合計43
例である。組織からTotal　RNAを抽出し、キット（Low
RNA　lnput　Linear　Amp　Kit）を用いてラベルした。
DNAマイクロアレイはWhole　Human　Genome
（4x44K）（アジレソト社）を使用した。ハイブリダー
ゼーションを行った後、スキャナー（Agilent
G2565BA）を用いて蛍光強度をスキャンし、遺伝
子発現強度を得た。正常サンプルと原発サンプル、
原発サンプルと転移サンプル、の組合せで比較し、
2倍以上の発現差かつp＜0．05（ttest、多重性は無視）
の条件を満たす遺伝子を抽出してきた。今回は正常
サンプルvs原発サンプルの比較解析結果を報告す
る。原発巣で発現増加していた遺伝子は1767遺伝
子、逆に減少していた遺伝子は2651遺伝子であっ
た。MMPはほとんどの癌で発現充進がみられるが、
口腔扁平上皮癌においても、1，9を含む8種類が発
現が充進していた。また口腔扁平上皮癌で特徴的に
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